
令和 5年度 第 10 回浦川原区地域協議会 次第 

 

              と き 令和 6年 1月 23 日（火）18 時 00 分から 

              ところ 浦川原コミュニティプラザ 市民活動室 4・5 

 

１ 開 会（  ：  ） 

○会議の成立確認（成立出席委員数 6人） 出席委員数  人 欠席委員数  人 

○会議録の内容確認者の指名  確認委員の氏名 相澤 誠一 委員 

 

２ 諮 問 

 ・上越市浦川原プールの廃止について（資料 1） 

 

 

３ 報 告 

(1) 会長報告 

 

 

(2) 委員報告 

 

 

(3) 市からの報告 

  ・令和 6年能登半島地震の対応状況について（資料 2） 

 

 

４ 協 議 

 (1) 地域協議会活動報告会について（資料 3） 

 

 

 (2) 自主的審議事項の検討について 

 

 

５ 自主的審議事項 

 ・浦川原区における文化の伝承について（資料 4） 

 

 

６ その他 

 ・高田区における「地域活性化の方向性」（資料 5） 

 

 

７ 次回の会議日程 

 ・令和 5年度第 11 回地域協議会 

   日時：令和 6年 2月 23 日（祝・金） 10 時 45 分から（予定） 

   会場：浦川原コミュニティプラザ   市民活動室 4・5     

 

 

８ 閉 会（  ：  ） 









資料２・令和 6年 1月 23 日 

地域協議会・市からの報告 

 

令和 6年能登半島地震の対応状況について 

 

１ 地震発生状況 

 ⑴ 日 時：1月 1 日（月）16 時 10 分 

⑵ 震 源：石川県能登地方（最大震度７） 

⑶ 震 度：浦川原区 震度４ 

  参 考（木田：震度５強、安塚区：震度５弱、大島区：震度４） 

 

２ 市の対応状況 

日 付 時 刻 対 応 状 況 

1 月 1 日 

（月） 

16:10 防災行政無線による緊急地震速報の周知（Jアラート） 

16:10 
石川県能登地方を震源とする最大震度７の地震が発生 

上越市において震度５強を観測 

16:10 
上越市地震災害対策本部を設置 

上越市全域の指定避難所、指定福祉避難所を開設 

16:12 新潟県上中下越に津波警報を発表（気象庁） 

16:13 防災行政無線による津波警報の周知（Jアラート） 

16:38 津波避難と火災防止を防災行政無線で市民周知 

17:07 津波避難と火災防止を防災行政無線で市民周知 

18:08 
能登半島沖を震源とする最大震度５弱の地震が発生 

上越市において震度４を観測 

18:09 防災行政無線による緊急地震速報の周知（Jアラート） 

18:30 第１回上越市地震災害対策本部会議を開催 

21:08 津波避難を防災行政無線で市民周知 

22:00 上越市に災害救助法の適用を発表（内閣府） 

1 月 2 日 

（火） 

1:15 津波警報から津波注意報へ切替（気象庁） 

10:00 津波注意報解除（気象庁） 

11:00 第２回上越市地震災害対策本部会議を開催 

14:00 上越市総合体育館以外の全ての指定避難所を閉鎖 

15:20 全ての指定福祉避難所を閉鎖 

1 月 3 日 

（水） 

15:00 第３回上越市地震災害対策本部会議を開催 

17:00 全ての指定避難所を閉鎖（上越市総合体育館） 

1 月 7 日 

（日） 

15:30 
大雪予報に伴い、上越市総合体育館及びユートピアくびき希

望館に指定避難所を開設 

16:12 大雪警報発表（気象庁） 



日付 時刻 対 応 状 況 

1 月 8 日 

（月） 

8:20 大雪警報解除（気象庁） 

9:15 全ての指定避難所を閉鎖 

1 月 9 日 

（火） 

17:59 防災行政無線による緊急地震速報の周知（Jアラート） 

17:59 
佐渡付近を震源とする最大震度５弱の地震が発生 

上越市において震度４を観測 

18:16 防災行政無線及び安全メールで震度４の地震発生を周知 

18:45 
震度４の地震発生に伴い、上越市総合体育館及びユートピア

くびき希望館に指定避難所を開設 

1 月 10 日 

（水） 
8:30 全ての指定避難所を閉鎖 

1 月 11 日 

（木） 
― 令和６年能登半島地震による災害を激甚災害に指定（内閣府） 

1 月 16 日 

（火） 
15:00 第４回上越市地震災害対策本部会議を開催 

 

３ 避難所の開設状況 

 ⑴ 浦川原区（ピーク時の避難者数・概数） 

  ① 月影の郷     ２人 

  ② 旧末広小学校   ５７人 

→里山地域活性化センター ５０人 

③ 浦川原体育館   ４４人 

④ 浦川原小学校   ２０人 

  ⑤ 旧中保倉小学校   ２人 

 

 

 ⑵ 参考 

① 市内の避難所の開設状況（1/1（月）19 時時点） 

   ・指定避難所 １２５施設のうち ９９施設開設 

   ・福祉避難所  ９７施設のうち １７施設開設 

   ・その他           ５施設開設 

  ② ピーク時の避難者数   １０，０３０人 

   ・指定避難所       ９，９２０人 

   ・福祉避難所          １１０人 

 

４ 被害の状況（浦川原区・1/22（月）現在） 

 ⑴ 人的被害   なし 

 



 ⑵ 建物被害 

  ① 住家の一部損壊  １１件（瓦の一部落下、外壁のひび割れなど） 

② 車庫その他非住家の一部損壊  ４件（シャッターの破損など） 

 

 ⑶ 道路被害 

① 市道の路面亀裂   １件（桜島法定寺線の桜島地内） 

② 市道の法面ブロック積亀裂  １件（安塚谷牧線の谷地内） 

 

⑷ その他被害 

① 土砂崩落    １件（諏訪神社・小規模のため対応不要） 

② その他    ３件（墓石、灯ろうの倒壊） 

 

 ⑸ 文教施設 

  ① 浦川原小学校    ２件（教室内の時計の落下） 

  ② 浦川原中学校    ５か所（駐車場舗装のひび割れ） 

③ 浦川原体育館    １件（天井吊り金具の落下による床面の損傷） 

 

 ⑹ ガス水道 

   水道水の濁り    ５地区（釜淵、杉坪、東俣、今熊、山本） 

（1/4（木）に解消） 

 

５ 被害への対応状況（浦川原区・1/22（月）現在） 

  全ての現地確認を行い、「⑵ 建物被害」に関しては、「各種支援制度」について被

災者に案内し、「⑶ 道路被害」、「⑸ 文教施設」に関しては、復旧に向けて対応中。 

 



 

 

 

第 5 期 浦川原区地域協議会 活動報告会 次第（案） 

 

 

                     日 時 令和 6 年 2 月 23 日（祝・金） 

                         午前 10 時～ 

                     会 場 浦川原コミュニティプラザ 

                         4 階市民ホール 

 

１ 開 会 

 

 

 

２ 地域協議会長挨拶 

 

 

 

３ 地域協議会の活動報告 

項目 R2 説明者 R6 説明者 

①地域協議会の主な役割 会長  

②市からの諮問事項と答申 会長  

③自主的審議と意見書の提出 会長  

④地域活性化の方向性の作成 －  

⑤地域活動支援事業の審査 副会長  

⑥地域の課題解決に向けた住民意見の収集 委員  

⑦中学生との意見交換会 副会長  

⑧その他の取組 委員  

⑨地域協議会だよりの発行 委員  

 

 

４ 地域協議会委員公募の説明 

 

 

 

５ 閉 会 

資料３ 



 「浦川原区における文化の伝承について」  R6 年１月 15 日 

 

                         浦川原区地域協議会 

                         自主的審議検討 A グループ 

 

 自主的審議検討 A グループにおいて、昨年度より検討を重ねてきました自主的審議事項

の「浦川原区における文化の伝承について」報告いたします。 

 

昨年 6 月開催の浦川原区地域協議会において「浦川原区における文化の伝承について」

が自主的審議事項として承認され、その後、委員の皆様に審議・検討をお願いしました。 

当初、A グループとして浦川原区の芸能 3 団体「飯室神楽保存会」、「月影雅楽保存会」、 

「保倉川太鼓」を地域として守るべき文化芸能と位置付け、継承並びに活動において各団体

が抱える課題の解決策を模索してきました。3 団体を核として地域住民や各種団体・組織の

協力を仰ぎ、広く地域に認識を深めてもらい、素晴らしい伝統文化・芸能を長く継承してい

ただくため、3 団体と意見交換をし（資料参照）、課題を精査し検討を進める中で、3 団体協

力の下での組織化や団体等の設立が現状では難しいとの結論に至り、Ａグループとしての

検討はこれをもって終了とさせていただきます。 

 

 長い歴史を持つ３団体におかれては、今まで様々な問題や課題、さらには取り巻く環境の

変化に対応され、団体のメンバーや関係者、地域の人達の努力により継承され、現在の活動

に至っていると認識いたします。皆さん様々な想いや活動スタンスがある中で、現在の活動

に負担なく方向性を共にするにはもう少し時間が必要であり、また、地域の文化・芸能等の

活動を支援し協力できる組織作りが先行しなければ、今後の長い継承に至らないと思われ

ます。 

 ３団体の活動で生じる問題に対しては、現状の「地域独自の予算」や国や民間の支援事業

（文化や芸能の継承に関するもの）等も対象になりうる団体もあるので案内をさせていた

だき、今後の継承や活動に利用していただきたいと考えます。 

 

 １年間に及ぶ A グループ検討の中で、多少なり「文化の伝承」として３団体の活動を理

解し、認識できたことにより、A グループの委員の提案の中で、昨年は「月影の郷」の協力

をいただき「月影芸能祭」へ３団体の出演をお願いし、「月影雅楽保存会」、「保倉川太鼓」

資料４ 



の出演がかない、特に「月影雅楽保存会」は３年ぶりの地元での演奏で、皆さんに楽しんで

いただきました。また、浦川原区地域協議会として長年継続している事業「中学生との意見

交換会」で浦川原区の伝統芸能に深く触れ体験もしてきた中で、生徒が真剣に向き合って問

題解決のプレゼンを行い、さらに、夏の「うらがわらまつり」にはグッズの提供や情報発信

をしてくれました。「浦川原中学校閉校記念音楽祭」は３団体そろっての出演となり、たく

さんの皆さんから浦川原区の伝統文化・芸能を更に認識していただく機会となったと思い

ます。 

 

 「浦川原区の文化の伝承について」は、今回のような検討や情報の発信を止めることなく

続けることが必要であり、地域の問題・課題を協議する地域協議会もその役割を担うと思い

ます。現実的に住民の日々の生活に直結する事案ではありませんが、浦川原区の歴史や文化

が一つまた一つと消えていくことは寂しいもので、今出来ることを今の世代の人達が向き

合ってこそ継承されていくものと考えます。 



（資料） 

 

  「浦川原の芸能・文化を守る事業」についての報告 

                            R5・3・14 

        （3 団体との意見交換の内容） 

 

●保倉川太鼓（代表） 

 １）趣旨には賛同。 

 ２）団体設立には直ぐにではなく、十分な協議が必要で、現在の 3団体では 

   運営が難しいのではないか。核となり、纏
まと

め上げる力（人・団体）が必要

不可欠。 

 ３）あくまで 3 団体での動きが重要で、一つでも団体が欠けては事業として

の意味合いが無くなってしまう。この点が大事。 

 ４）先ずは 3団体一緒での発表の場を設けて「守るべき浦川原の芸能文化」と

しての位置付けを住民の皆さんに認識して頂きたい。 

 

 

●飯室神楽（3月 13 日）（会長・副会長） 

 １）趣旨には賛同できるが、現状として出来る事と出来ない事がある。今後の

計画の内容によるが、出来る事は協力したい。 

 ２）3団体一緒での発表会（芸術祭）などがあれば協力できるが、年間何回の

発表と決めずに 2 年や 3 年に一度の 3 団体による発表の場を継続させて

行く方向もあるのではないか。 

 ３）3 団体が協力して活動するのであれば、外部の専門家（古典芸能や舞踊） 

   に形の違う３つの芸能をまとめた作品を制作してもらい、浦川原の芸能

文化のシンボルとするのはどうか。現状の各団体の演奏や舞とは別に1つ

の芸術作品として継承できれば良いのではないか。専門家への依頼が難

しいのなら、3団体がお互いの演目を見て話し合い 1つの作品にするのも

面白いし、皆さんに見て頂く場面ではかなりインパクトがあるのではな

いか。 

 ４）小中学校の子供達へのアプローチは良いと思う。現役のメンバー総出は難

しいが、OB 等も協力は出来ると思う。 

 ５）イメージ動画や PR 動画は良いと思うし、画像等の提供は大丈夫と思われ

る。ストーリーのナレーションなどは、是非子供たちにお願いしたい。 

 ６）4月の祭りが終わりしだい役員・メンバーと今回の話を詰めたい。 

 



●月影雅楽保存会 （2月 22 日）（代表） 

 １）メンバーの総意によりコロナ収束の兆しもあり、保存会としての活動を 

   5 月より月 2回のペースで再開予定。 

 ２）集まりやすい地区公民館かコミセンを活動拠点とするべく現在交渉中。 

 ３）提示していただいたプランに関して、趣旨は理解できるし、出来る事は協

力したい。 

 ４）子供達へのアプローチには、今までのように数人でよければ対応可能。 

 ５）現状として子供のみならず、大人の方々に仲間になっていただき盛り上げ

て行きたい。協議会の皆さんにメンバーを集める知恵を貸してもらいた

い。 

 ６）皆さんに紹介する動画等は、素材があるので、必要な物を言っていただけ

れば用意する。 

 ７）保存会として新しい方向性にもチャレンジしていきたいと思う（それなら

ば 3 団体でのオリジナル曲などはどうか？）。そのような事ができたら、

発表会（芸術祭）で盛り上がるのでは。 

 

 

 

 

                              以上 



                                        資料５ 

高田区における「地域活性化の方向性」  

 

 

≪高田区の地域活性化に向けて≫  

豊かな自然・歴史・文化を受け継ぎ、 

            人と人がふれあい、安心安全の暮らしの  

   中で持続可能なまちづくりを目指します。  
 

【構成要素】  

① 高田開府 400 余年の歴史ある有形・無形の資源 

（自然・雁木・町家・寺院群）を活かし、100 年先を

見据えた活動を推進。  

② 人々の交流を深化させ、住民主体の活動を推進。  

③ 医療、福祉施設の整備と子育て・高齢者の生活環境

の充実を推進。  

④ 教育施設の充実、社会人の再教育や次世代を担う人

材育成、デジタル教育などの推進。  

⑤ 自然災害（地震・風水害）などに対応した防災活動

の推進。  

⑥ 除排雪など克雪対策の強化と雪と共に生きるまちづ

くりの推進。  
 

 



活動してみませんか？

次期委員を募集します！ 令和6年3月予定

募集時期になりましたら、広報上越、市ホームページ等で
お知らせします。（詳しくはお問い合わせください）

特別な知識・経験や性別は問いません
必要なのは「地域をより良くしたい！」という思いです

上越市 〒943-8601  上越市木田1丁目1番3号
電話025-520-5672（内線2305）
E-mail  chi-seisaku@city.joetsu.lg.jp

お問い合わせ 上越市 総合政策部 地域政策課

として地域協議会の委員

地域協議会って何？
　市では、自主自立のまちづくりを推進するために地域自治区制度を導入し、全28
区の地域自治区ごとに地域協議会を設置しています。
　地域協議会では、さまざまな立場の住民の皆さんが委員として、地域の課題や活性
化などについて話し合い、地域の団体などと連携・協力しながら取り組むほか、実現
に向けて市に意見を伝えるなどの取り組みを行っています。

地域協議会について
詳しくはこちらまで→

地域の声が未来へつながる



地域協議会の役割など

■ 地域の課題解決

○住民の皆さんの視点から身近な地域の課題を見つけ、解決に向けて取り組みます。

・住民の皆さんとの意見交換などを通じて把握した地域の課題について、自らテーマを決めて、

より良い解決策を話し合い、地域で活動する団体等へ連携・協力を働きかけ、地域の中で解決

に向けて取り組みます。

・話し合った結果、地域だけで解決できない取組については、市に対して意見を伝えます。

■ 市からの諮問に対する答申

○市長から意見を求められた案件（例：区内への公の施設の設置や管理の在り方など）について

話し合い、市長に意見を返します。

💡 地域協議会の活動事例

✓地域の活動団体が会員の減少・高齢化で、活動の継続に不安を抱いているという課題を把握。地

域協議会が活動を支援するボランティアの組織化を発案し、設立につながった。

✓地域にある自然環境保全地域について審議し、環境整備に係る意見を市に提出。案内看板の設置

等につながるとともに、地元小学生や地域住民と連携した地域の活動にも結びついた。

💡 地域協議会委員の声

地域協議会の委員とは

■ 委員になれる人

議員、常勤の公務員などを除き、その区の中に住所がある25歳以上の人
委員経験者も応募が可能

■ 委員の任期

令和6年4月29日から令和10年4月28日までの4年間

■ 委員の定数

各区の人口に応じて異なります。（12～20人）

■ 委員の報酬等

住民の皆さんの自発的・主体的な参加を期待していますので、無報酬としています。
なお、交通費相当額として、会議への参加1回につき1,200円をお支払いします。

■ 委員が選ばれるまで

委員を
公募

定数以下
の場合

定数を超過
した場合

応募者から
選任

選任投票

定数に満た
ない場合

投票結果を尊重し
委員を選任

委員資格者から
委員を選任

（別途周知）

委員になって良かったことは、自分の住んでいる地域で新しい発見があること。

関わってみると、とても楽しいですよ。

日常の同世代の人との何気ない会話も、地域のこととして

捉えられるようになりました。

※令和4年度は、各地域協議会で年7～15回の会議が開催されました。各区によって回数が異なります。






